
昼間部 2年
演習科目

30時間
25コマ

回数

1 授業のねらい、評価方法の説明、warm-up activity,英語面接対策練習

2 Unit１ Introductions ホテル内の仕事や出身などについて

3 Unit３ ① The hotel bedroom 客室について①

4 Unit３ ② Thehotel bedroom 客室について②

5 Unit４ ① Bathroom & porter ①　浴室について

6 Unit４ ① Bathroom & porter ② ベル係について

7 Unit５　Seivices in the hotel ホテル内のサービスについて

8 Unit２ The check-in ①　チェックインについて①

9 Unit２ The check-in ②　チェックインについて②

10 Unit６　Location of the facilities　館内案内

11 Unit６　Location of the facilities　館内案内

12 Review for the Exam 前期試験に向けての復習

13 前期試験

14 warm-up activies / review 後期授業に向けての説明、前期の復習

15 Unit９　Taking bar orders バーでの注文

16 Unit１０　In the restaurant (1)① レストランでの会話　席までの案内編

17 Unit１０　In the restaurant (1)② レストランでの会話　注文編

18 Unit１０　In the restaurant (1)③ レストランでの会話　お料理の説明編

19 Expantion activities

20 Unit８ Problems $ solutions　リクエスト対応、苦情処理について

21 Unit1４　Using the phone　オペレーターの会話

22 Unit15　The check-out①　チェックアウト時の会話①

23 Unit15　The check-out②　チェックアウト時の会話②

24 Review for the Exam 前期試験に向けての復習

25 後期試験

前後期各1回

試験期間に設定し、形式は文書試験とする。

本校の規定に基づき、全科において共通評価基準にて算出する。

①試験得点＝50％（10ポイント）

②出席率　 ＝50％（10ポイント）

以 上

授 業 概 要（シラバス）　
■科目基本情報 専門学校日本ホテルスクール

科 目 番 号 FL ２０１ 分 類 演習科目

科 目 区 分 語学科目 授 業 コ マ 数

授 業 科 目 名 観光英語２ 英 文 授 業 科 目 名 Tourism English II
年 度 ２０２４年度 年 次 ホテル科
開 講 学 期 通年 授 業 の 方 法

単 位 数 1単位 年 間 授 業 時 間 数

担 当 教 員 名 原田邦子 実務経験あり 備 考

■授業・科目情報

学 習 目 標
1年次で学習した観光英語検定3級の知識を土台に、さらなる観業界への知識を習得を目指す。
ホテル、宿泊業界にとどまらず、観光業全体への理解を深める。
より高度な表現や言い回しを学び、会話に生かせるように練習を積む。

経 歴
日本語教育を専攻し、大学卒業後にアメリカの公立小・中・高校にて日本語講師として勤務。帰国後は英会話スクール、旅行会社、保育園
などで英語教育活動。高等学校教諭免許状所持、ベルマンとしてホテルでの勤務経験あり。

教 科 書 Be My Guest Student's Book

授 業 の 進 め 方 ①各ユニットで取り上げられているテーマについてbrain stormingを行います。
②特に学習必要な表現・語彙を選び説明、リスニングなどで補足を行います
③会話練習、リーディング、単語など、多面的な学習につなげます

試験の実施方法

成 績 評 価 方 法

授 業 計 画
内容

上記の2つの項目をそれぞれ１０ポイント（合計20ポイント）に置き換えて、そのポイントに応じてA,B,C,D,F評定を決定す
る。

尚、前提基準として①試験全体平均点の50％未満。または②出席率の50％未満に該当する場合には「F」評価とする
が、通年教科の後期学年末の評価については、前期および後期全体の状況をもって算出する。

関 連 科 目
英語講読２・ホテル英会話２

参 考 書
Highly recommended  OXFORD university express

学生へのメッセージ 1年次では、基本的な観光英語の習得をしました。2年次では、テキストから日本語が消え、英語で観光業界について学ぶというスタイルに
変わっていきます。内容もより高度なものとなり、使われている単語や表現も難解なものが増えていきますが、わかりやすい授業に努めま
すので、一緒に頑張りましょう！


